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論　壇

無形 資産に関する米国の 視点 と 日本 で の 応用可能性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古賀 ．健太郎
く 論壇要旨〉

　 無形資産が経済価値を生 む原理 に は， 「個別資産の 経済価値 の増大」 と 「資産の 組合せ に

よる 経済価値の 増大」 とが ある ．人 的資産 に焦点 を当 て れ ば，前 者 は 1従業員 の 能力を 引

出 す1 こ と ，後者は 「従業員め協働 を促す」 こ と に置 き換 え る こ とが で きる．さ らに ，前

者 は
， 会計情報の 意思 決定誘導機能，後者は意思 決定支援機能 と密接に 関係 し て い る ．

　米 国の 管 理会 計研究 は ，
「従業 員の 能 力 を引 出す j ため に ， 会 計 情報 を用 い て 意 思決定 を

誘導 する機 能 につ い て 多 くの 成果 を上 げて きた．その
一方 ，「従業員の 協働 を促す」ため に，

会計 情報 を用 い て 意思 決 定を支援 す る機能 に つ い て は十 分 に理解 されて い な い ．．

　む しろ ， 日本に お い て ， 意思 決 定の 支援機能 を研 究す る 可能 性 が 大 き い ． 日本の 実務が

「従業員の 協働を促す」 こ とを重視 す る か らで ある ． さ らに ， 意 思 決 定の 支援機 能 と誘導

機能 との 相互 作用 につ い て も，研 究 の 可 能性が 大 き い ．
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The 　U ．S．　Perspective　of 　Intangible　Assets　a 血d　Its　Applicability

　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Kentaro　K二〇ga
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 Abstract

Intangible　assets 　generate 　econQmic 　values 　in　twQ 　ways ： by　maximizing 　individual

asset
’

s　productivity，　and 　by　maximizing 　the　joint−productivity 　among 　the　assets 　through

synergy ．　The 　contrast 　between 　the 　two 　is　well 　illustrated　 in　the　 human 　resource

management ．　 Management 　 accounting 　 research 　 in 七he　 US ．　 has　 focused　 on 　 the

management 　accounting
’

s　decision　 motivating 　fUnction　that　 enhances 　 each 　Worker
’
s

productivity，　but　paid 　li七tle　attention 　to　the　decision　facilitating　function　that 　improves
’

the　joint・productivity　among 　the　workers ．　 Because　Japanese　otganizations 　emphasize

the　coordination 　and 　cooperation
．
among 　the　wQrkers

，
　management 　accounting 　research

in　 Japan　 can 　make 　 significant 　contribution 　to　 the　world 　 by　 exploring 　the　 decision

facilitating　fUnction　of 　management 　accounting ．　 Another 　promising 　research 　venue 　is

the　interaction　between　the　decision　facilitating　and 　decision　motivating 　fUnctions．
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1 ．は じめ に

　 日本や米国 の 経済が，労働 ・設備集約型か ら知識集約型に 移 る に した が い ，企業の 実務

に お い て 無形 資産が 飛躍 的 に 重要 に な っ て きた ． しか し
， 管 理会計研究は ， 必ず しも ，

こ

う した実 務 の 変 化 に追 い つ い て い る とは言 い 難 い ．本論 文 は ， 最 近 の 米 国 の 研究成果 を踏

まえ て ，米 国 の 研究 の視点 を ま とめ， 日本で の 応 用可 能性 を検 討 す る ．

　本 論文 は ，
二 っ の 目的 を もっ ．まず ， 無形資産 が経 済価値 を生 む原 理 を整理する こ とで

ある ．既 に 述べ た 通 り，実務 にお いて 無形資産 の 重要性が増 した に も拘 らず，無形資産 の

管理 会計研究は まだ緒 に付 い た ばか りで ある 、特 に ，無形 資産が 経済価値 を生む原理が十

分 に理 解 さ れ て い な い ． した が っ て ，本論文は ， 日米 の 無形 資産 を対比 した 上 で ，無形資

産が 経済価値 を生む原理 を二 つ に整理す る、具体的に は ，「個 別資産の 経済価値の 増大」 と

「資産 の 組合せ に よ る経済価値 の 増大」 とに類別 する ．さ らに
， 無形 資産の うち ， 人 的資

産 に焦点 を 当て ， 前者 を 「従 業員各 人の 能 力 を引出す 」 こ と ， 後者 を 「従業員問の 協働 を

促す 」 こ とに分類す る ．

　第 二 の 目的 は ， 日本 独 自の 管 理 会計 研究 の 視点 を提 示 す る こ とで ある ．本 論文 は米 国の

視点 を ま とめ る もの の
， そ れ を 日本に そ の ま ま適用 す る こ と は有意義で な い と考 え る ．む

しろ ， 米国 の 発展 ， 応 用形 と して の 日本独 自の 視点 を探る こ とを主 眼 とする ．本論文の 次

節 （「2 ． 日米 間の 無 形 資産 の 対 比） で述 べ る通 り， 日米で は ，企業 の実務に お ける 組織運

営が 根本的 に違 い ，無形資産が 経済価値 を生 む二 つ の 原理 も使い 分 けられ て い る ． したが

っ て ，米国の 研究の 視点をそ の まま 日本の 実務 に 当て は め る こ と は で きない ．また ， 日本

の 研 究で は ，無形資産が 経 済価 値 を生 む上 で 日本独 自の 原 理 に基 づ い た実務 を分 析す る こ

とに よ っ て ，米国 とは違 う視点 を採 る こ とがで き ， 世 界 の 管 理会 計研 究 に貢献で きる と考

え る．

2 ． 日米 間 の 無 形資 産の 対 比

2 ． L 無 形資産 が 経済価値 を生む 原理

　財務会計 にお ける 保守 主義を研究 した Roychowdhury 　and 　Watts （2007 ）は，無形 資産 を

考 え る枠組み を提供 して い る ．Roychowdhury 　and 　Wa 七ts は ま ず，株式時価総額 を次 の 四

つ の 構成要素に 分解 する （図 1）．
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図 1 ．株式時価総額 の 構成要素

株式時価総額

個別 資産の

解散価値計

純資産簿価

個 別資産 の

取得原価計

無形資産

Roychowdhury 　and 　Watts　C2007〕

  、個別純資産の 取得原価計（Historical　cost 　of 　seperable 　net 　assets ）

  ．確 認 ， 計上 され た 個別 純 資 産 の 経 済 価 値 の 増 加 （Verifiable　 and 　 recognized

　　increases　in　values 　of 　seperable 　net 　assets ）

　　例　金融資産の 値 上が り益

  ．確 認 で き な い 純 資 産 の 経済 価 値 の 増 加（Unveri丘able 　 increases　 in　 values 　 of

　　seperable 　net 　assets ）

　　例 　特 許，商標権が も た らす将来の 利 益期待

  ．企 業 の 外 部要 因が もた らす レ ン ト（Rent）

　　例 　独 占に よ る 超過利 益 ， 産業 の 成長 性が もた らす将 来 の 利益 期待

　 日本や米 国 の 会 計基準 で は ，上 記の   （個 別純 資産 の 取 得原価 計〉 と  （確 認 ，計 上 さ

れ た個別純 資 産 の 経済価 値 の 増 加 ） との 合計 が ，純 資産 の 簿価 に当た る ． こ れ に  （確 認 ．

で きな い純資産の 経済価値の 増加） を加え る と ，企業を解 散 して 資産 を切 り売 り した時 の

経済価億 つ ま り個別資産 の 解散価値計 とな る ．さ らに ，   （企 業 の 外部要因が もた らす

レ ン ト） を含め た総計が株式時価 総額で ある ，米国の 会計研究で は，無形資産 を，純 資産

の 簿価 に計上 され ない 企業 の経 済価値 （＝株式時価総額） と定義す る の で ，Roychowdhury

and 　Watts は ，  と   とが 無形 資産 を構成 す る と考 え る ，こ の 枠組み の 背景 に は，企 業内で

は個別 の 資産 が そ れぞれに 経 済価 値を増や し，財務会計 は こ れ らの 個 別 の 資産の 経 済価値

を集 計す る役割 を担 う とい う視 点 が ある．

　個別 の 資産 がそ れぞれ に 経 済価 値 を増 やす 例 と して ，従 業員 各 人が 知識や 技能 を 身に 付
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けて 企 業活 動 に貢献 す る こ とが挙 げ られ る．従業員 各 人が取 得 し た知 識や 技能 は，財務会

計の 貸借 対 照表 には計 上 され な い もの の ，企業が解 散 して 従業員 各人 が他 企業 に雇 用 され

る 場 合 には ， 賃金 の 上昇 とい う形 で 体現す る．Roychowdhury 　and 　Watts の 視点 によれ ば ，

個別資産が そ れ ぞれ に 経済価値 を増や す 限 り，そ の 総体 と して の 企 業の 経済 価値は増大す

る ． し たが っ て ，経 営 者，従業 員 と い っ た 個別 資産 は 市場原理 を 介 し て 企業を形作 っ て い

れ ば良 い ． さ らに．経 営者，従業員 とい っ た個別資産が 市場原理 を介 して企業に結 び付い

て い る か ら こ そ ，個 別 資産が切 磋琢 磨 して それ ぞれ に 自分 の 経済価値 を増や す （例　従業

員が 自分の 経済価値 を増や すた め に新た な知識や技能 を身に 付け る） こ と に 繋が る （図 2

右 ）．つ ま り， 無形 資産 が経 済価 値 を生 む原 理 の 一つ は ，
「個別 資 産 の 経 済価値 の 増大」 で

ある ，

図 2 ．無 形 資産が経済価値を生む原 理

資産 の 組 合 せ に よる経 済価 値 の 増 大 個 別 資産の 経済価値 の 増大

経営

従業

資産 産

　 これ に対 して ，管 理会計で は
， 企業内で個別 の 資産 がそ れぞれ に 経済価値 を増やす だ

けで な く，資産 を組合 わせ る こ と によ っ て も経済価値を増やす ，い わ ゆる相乗効果の 視

点が 加 わ る ．資産を 組 合わ せ る こ と に よ っ て 経済価値 を増 や す 例 は ， 企 業にお ける 意思

決定過 程で あ る．従業員各 人が 同 じ知識や 技能 を身に 付けて い て も，意思 決定の 責任，

権限 を誰に与え る か に よ っ て ．決定内容が 変わ り企業業績 ，ひ い て は企業 の 経済価値 に

影響す る ，具体的 に は ， 例 え ば， 製品 開発 の 企画 に製造現場 の従業員が 関 与す る度合 は

企業 に よ っ て 違 い ， この 違 い がそ の 製品を工 場で 製造 す る 際 の 容易さ に差 を もた ら し，製

品の 品 質 に ，そ して 究極的 に は企 業 の 経 済価値 に影 響す る こ とを指摘 で き る ．こ こで は，

経営 者，従 業員 とい っ た資 産 を どう組合 せ ， ど う協働 させ る か に よ っ て ，企業の 経済価値
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は 変わ っ て くる （図 2 左）．した が っ て ，無形 資産が 経済価 値 を生む原理 には，Roychowdhury

and 　Watts が指摘す る 「個 別 資産 の 経済価値 の 増大」 だけ で な く，「資産 の 組 合 せ に よ る経

済価値の増大」 も挙 げられ る の で あ る ．

　 これ まで の 例が示 す よ うに，無 形資産 が経済価値 を 生 む二 つ の 原理 の 違 い は，企業が保

有す る資産の 中で も，人 的資産 に
一
番 明 らか で あ る ．特に

，
厂資産 の 組 合せ に よ る 経済価 値

の 増大」 で は，資産 を的確 に組 合せ て 協働 を促す こ とが求め られ ， 自ら意思 を も っ て 協働

に参画する こ とがで きる人 的資産 こそが ， 経済価値を 生む源泉 となる ．以下で は人的資産

に焦点を当て ，無形資産 が経済価値 を生む 原理 の うち， 「個別 資産 の 経済価値 の 増大」 を，

「従業員各人 の 能力を 引出す」 こ と に ，また 「資産 の 組 合せ によ る経 済価 値 の 増 大」 を，「従

業員問の 協働を促す」 こ と に置 き換え る．

　さ らに，「従業員 間の 協働を促す」 こ とに お い て ， 組 織論 が提 示 す る 暗黙知の 共有 が鍵 と

な る ．暗黙知は，形式知に 比べ て 曖昧で 伝達 し難い ．暗黙知 は従業 員各 人 が も っ て い る と

い うよ り，従業員 が協 働す る 中で ，有形 に無 形 に形 成，蓄 積 され る 性格の もの で ある か ら

で ある ．

2 ． 2 ．無形 資産 にお け る 日米 の 特徴

　 無 形 資産 が 経済価 値 を 生む 二 つ の 原理 を ， 日米 の 企 業 は 対 照 的 に使 い 分 け て い る．

Crossland　and 　Hambrick（2007）は，日米そ れぞれ の 100 の大 企業 にお い て ， そ の 業 績 を決

定する 要 因を分析 して い る ．具体 的に は， 1988 年か ら 2002 年まで の 各企 業の 総資 産利益

率 （ROA ） に つ い て ， 経 営 トッ プ ， 企 業 自体 ，産 業，年の 四 つ が寄与す る 度合 を統 計的 に

測 っ て い る．そ の 結果，経営 トッ プが総資産利益率を決め る度合は，日本 に お ける 12．04％

に 対 して 米国で は 30．44 ％ とな っ て い る （図 3 ）．また ，企業 自体が 総資産利益率 を決め る

度合は，日本に お ける 1033 ％ に対 して 米国で は 6．55％ で ある ．つ ま り，日本で は 従業員 の

集合体 と して の 企 業 自体 がそ の 業 績 を決め る 度合が高 い の に 対 し て ，米国で は経営 ト ッ プ

個 人が 企業業績 を決定す る度合が高 い ．無形資産が 経 済価 値 を生む 二 つ の 原理 に 当て は め

る と ， 日本 で は 「従業 員 間 の 協働 を促す 」 こ とが 強調 され る の に 対 して ， 米 国で は 「従業

員各人 の能力 を引 出す 」 こ とが追 求 され る ．
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図 3 ．総資産利益率 （ROA ）の 決定要因

　 35

　 30

　 25

　 20
％

　 15

　 10

　 　 5

　 　 0
日 本 米 国

ロ 経営 トッ プ ■ 企業 國 産業 四 年

Crossland　and 　Hambrick ‘200 ア）

　Iansiti（1995）は 日米の 半導体会社 を研 究 し て ，同様の 結論 を得て い る ． 日本の 半導体会

社 の 開発者 の うち ， 大 学 で 博士 号 を取 っ て か ら入社 した者 は 7 ％ に過 ぎな い の に対 して ，

米 国 の 半導体 会 社 で は，博士号 を も っ て い る新 入社 員 は 59％ に上 る （表 1 ）．逆に，日本の

半導 体 会 社 の 開発者 は，全 員新 卒で 入社 して い る の に対 して ，米 国 の 半導 体会 社の 開発 者

で新 卒 は僅 か 14 ％で ある． つ ま り， 日本 の半 導体会 社 で は ， 従業 員各 人 の 知 識や 技能 よ り

も，
一緒に働 い て 培 う暗黙知 を活用 して 開発 を進め， 「従業員問の 協働 を促す」 こ と に よ っ

て 経済価 値 を生む ，対照的に ， 米国の 半導体会社で は ，従業員が一
緒 に働 くよ りも，各人

の知識や 技能 を活用 する こ とが 開発業務に大切で あ り， f従業員各人 の 能力を 引出す」 こ と

に主 眼が 置かれ る ．
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表 1 ．半導体会社 の 開発者

日本 米国

博士で 入 社 7％ 59％

新卒で 入社 100 ％ 14％

tansitl（1995 ）

3 ．米 国 にお ける管 理 会計研究 の視点

3 ． 1 ．管理 会 計の 二 つ の 機能

　 Demski 　and 　Feltham （1975 ）は，管理 会計の 機能を 二 つ に 分 けて 整理 して い る ．第
一

は ，

意思 決定者 に会 計情報を提供す る こ と に よ っ て ，意思決定 を支援する 機能で ある ．意思決

定 者 に は，企業 を利す る 意 思決 定を求め られ る ． しか し，多様な 要 因が 複雑 に絡み 合う環

境 の 中で ，どの よ うな意思 決定が企業に 良い か 明 らかで な い ．会 計情報 は，大 な り小な り，

変化する環境 に さ ら され る 企業の 業績 を測 る の で ，会計情報を提 供 する こ とに よ っ て ，企

業 に有利な意思 決定を支援する こ とが で きる ．例 え ば，将来の 製造 能力 を決 め る設備投資

の 規模を 決め る の に
，

こ れ まで の 売上 高の 推移か ら将来 の 需要を予測 し，製造能力 を計画

す る こ とが有用 で ある 、

　第二 の 管 理会計 の 機 能 は ， 会計情 報 を用 い て 意 思 決定者 の 業績 を評 価 し，意 思 決定 を誘

導 す る こ とで あ る ． こ の 機 能 は，経 済 学にお ける 代理 人理 論に 基づ い て い る ．企業 の 中の

意 思 決定者 は，企 業 よ りも 自己 を利す る 意 思 決定 をす る 傾向が あ る ，したが っ て ，会 計情

報 を用 い て 意思 決 定者 の 業績を評価 し，報酬に 結び付 け る こ と に よ っ て ，企業 を 利す る意

思 決定 を引出す の で あ る ．企 業 の 利 益 と連動す る 会計情報 を業績評価 に用 い れ ば，報酬を

増 やそ うとす る 意思 決定者 か ら，企 業 に 有利 な意思決定を誘導する こ とがで きる ．例え ば，

販 売員が企 業の 売上 に 貢献す る努 力 を引 出すた め に
， 各人 の 売上 高の 会計情報 を業績評価

に用 い る こ とがで きる．
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　管 理 会計 の 二 つ の 機 能 は ， 無形 資産が経済価 値 を生 む二 つ の 原理 と密接に関係 して い る ．

「従業員各人 の 能力を引出す」 た め に は ， 業績評価を用 い て 企業 を利する意思決定 を誘導

する こ とが 求め られ る （表 2 ）．従業員各人が知識や 技能を身 に付 けて も ， 自己 を利す る 意

思 決定 を して い て は，従業員の 能力が企業の 利益に貢献 しな い ．したが っ て ，会計情報を

業績評価 に 用 い て
， 企業の 利益 を促進する 意思決定 を誘導す る必 要が ある ．また ，従業員

各人 の 業績 を評価 して 報 酬に結 びつ けれ ば ， 従業員 は さ らに知識や 技能 を取 得 して 能力 を

高め る努力 をす る ．もちろ ん，会 計情報を提供 して 意思 決定 を支援す る こ とも， 「従業員各

人 の 能力 を 引出す」 こ とに繋が る ． しか し，報酬 を増や そ う とす る 従業員は ，既に ，知識

や 技能を 身に付 けて 能力を高め る努 力を惜 しまな い の で ，組織が 重ね て 情報 を提供する 意

義 は 大き くな い と考え られ る ．

表 2 ．管理会計の 二 つ の 機能と

無 形 資産 が経済価値を生 む原理

（情報を提供して ）

意思決定を支援

（業績評価 に より）

意 思決定を誘導

従業員間の協慟

を促す
X

従業員各人 の 能

力を発揮させ る
X

　 「従業員 間 の 協 働 を促 す」 た め に は，従業 員間で 企 業 の現状 につ い て の 理解を共有 し，

将来 を予測す る こ とが求 め られ る ． しか し，企業の 中の 従業員は多様な業務 に従事 し，違

っ た 情報 を入 手 し，独 自の視点か ら情報 を解 釈す る ． し た が っ て ，協働 して 企業 の 現 状 を

把握 し ， 将来 を予測する た め に は ，従業員 間 の 暗黙知を共有する こ とが必要 で あ り ， 対話

を促進する 上 で ，共 通 の 会計情報を提供 して 意 思決 定を支援す る こ とが 有益 とな る．つ ま

り， 「従業員間の 協働を促す」 ため に は
， 会計情報 を提供 して 意思決定 を支援す る こ とが 求

め られ る （表 2 ）．

3 ， 2 ．米国 の 管理 会計研究の 重点
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　 Demski 　and 　Feltham （1975 ）の 管理会計 の 二 つ の 機 能の うち，米 国の 研 究で は ，会計 情 報

を業績評価 に 用 い て 意思 決定 を誘導する こ と に 重点 を置 い て い る 。 こ の 点 は，米国の 実務

が 「従業員各人 の 能力 を 引 出す」 こ と に よ っ て ，無形 資産か ら経 済価値 を生 む 姿勢 と合致

する ．

　米 国の 研 究が意思 決定 を誘導する こ とを重視 す る点 は，最近 の 管理 会計 の成 果 で あ る バ

ラ ン ス ト ・
ス コ アカー ドの 代表的な研究にお い て ， 明 らか で ある ．バ ラ ンス ト ・

ス コ アカ

ー ドを考案 した Kaplan 　and 　Norton （1996 ）は，当初 ，
バ ラ ンス ト ・ス コ ア カー ドを業績評

価 に 用 い る べ き と は明 言 して い な い ．し か しなが ら，米国 の バ ラ ンス ト ・ス コ アカー ド研

究の 大半 は，業績 評価 に 用 い る と い う前提 の 上 に成 り立 っ て い る．

　例 えば Banker，θ ‘認 （2000 ）は，非財務的業績 を従業員 の 評価 に導入 したホ テル会社を

実証研究して い る ．Banker
，
　et ・a！は ， 非財務的業績に 基づい て 従業員の報酬水準を決 める

と ， 結果 と して ，企業 の 財 務 的業 績が 向上す る こ とを 明らか に した．

　 Lipe　and 　Salterio（2000）は，管 理者が バ ラ ンス ト ・カ ー ドを用い て ，部下の 総合的な業

績 を如何 に主観 評 価 す る か に つ い て ，実験 を使 っ て 考 察 して い る ．実験 か ら， Lipe　 and

Salterioは，管 理者 が，企 業 金体 に共 通す る項 目の み を部 下 の 総合 的 な業 績 に 組 み入 れ ，そ

れ ぞれの 部門や従業員 に特 有の 項 目は使わ な い と結論付けて い る ．

　Ittner　et ・al ．（2003）は，金融 会社の 実証研 究 か ら同様 の 結論 を得て い る ．　 Ittner　et 　aL は，

や は り管 理者 が バ ラ ンス ト ・カ ー ドを用 い て ，部 下 の 総 合 的な 業績 を如 何 に主 観 評価 す る

か を検 討 して い る．そ の 結果 ，管 理者 は ， （企 業 全体 に共通 す る） 財務 的な項 目の み を勘 案

する こ とが 明 らか にな っ た ．

　 こ の よ うに ，米国 の 代表的な バ ラ ン ス ト ・ス コ ア カー ド研 究は ，バ ラン ス ト ・ス コ ア カ

ー ドを業績評価 に 用 い る と い う前提の 上 に 成 り立 っ て い る ． この 視点は ，バ ラ ン ス ト・ス

コ ア カ
ー

ド研 究に 限 らな い ．米国の 管理 会計研 究の 全般 は ，会計情 報 を業績評 価 に用 い て

意思 決 定を 誘導す る点 に 重点 を置 く と考 えて
， 間違 い な い ．実際 ， 米国 と似た 研 究 の 視点

を採る ヨ ーロ ッ パ 会計 学会 の 2008 年の 年次大 会 にお い て ， 意思 決定支援の 会 計情報 の研 究

が 欠如 して い る こ とが ，統
一

論題 の 課 題 に取 り上 げられた ．

4 ． 日本 で の 応用 可能性

　 日本 で も，米 国 の 管 理会 計研 究 の よ うに，意 思 決定 を誘導 す る た め の 会 計情 報 を解 明す

る 必 要 が あ る ．そ の 点 で ，米 国 の 管 理会 計研 究 の 視点 をそ の まま適用す る こ とが 可能 で あ

る． しか し，本 論 文 の 目的 の
一

つ は ， 日本独 自 の 管 理 会 計 の 視点 を提 示 す る こ とで あ る ．

したが っ て ， 、以下 で は，最 近 の 米国 の 研 究成果 を踏 まえ つ つ
， それ を発 展 ， 応 用 させ て 日

本独 自の 視点 を探 る こ とにす る ．具体的に は，二 っ の 視点 を考え る こ とがで き る ．第
一に，

米国 の 管理 会計研 究で は 取 り上 げ られ る こ とが 少な か っ た ，意思 決定を支援す る ため の 会
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計情報の 研究で ある 。第二 に ，意思 決定 の 支援機能 と誘導 機 能 との 相互 作 用 に関す る研究

で あ る ．

4 ． 1 ．意思 決定 の 支援機能の 研究

　米国の 管理 会 計研究が意 思決 定 を誘導 す るため の会 計 情報 を重視す る背景 には ，「従業員

各 人の 能力を引出す」 こ と を強調す る 米国の 実務が ある ．対照的 に ， 日本の 実務 は 「従業

員 間 の 協働 を促す」 こ と に ，重点を置 い て い る ． した が っ て ， 日本 にお ける 無 形資産の 研

究 で は ，従業員が 会計情報を通 した対話か ら，暗黙知 を共有 して 協働す る過 程が，可能性

が大 きい 研 究課 題 と考 え られ る ．つ ま り，意思 決定 を支援す る会計情報 の研究が望 まれ る

の で あ る ．

　こ の 研 究 で は ， SimOIls（1995）の イ ンターアクテ ィ ブ ・コ ン トロ ール が 有益な枠組みで あ

る ．Simons は ，
マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ール を診断 的な コ ン トロ ール とイ ン タ

ー
ア クテ ィ

ブ ・
コ ン トロ

ール とに大 別 し，前者 を，既 定 され た企 業運 営の 計画 の 実践，後者 を，新 し

い 企業運 営の 計画の 策定 に結び付けて い る ，従業員が 暗黙知 を共 有 して 協働する 過程が
，

新 しい 知識 を創造 する とい う点 で ， 新 しい 企業運 営 の 計画 を策定 す る こ とと重 な り， イ ン

タ
ー

ア クテ ィ ブ ・コ ン トロ ール が有力な 分析の枠組み とな る，

　Bisbe　and 　Otley（2004 ）は ，予算，バ ラ ンス ト ・ス コ ア カー ド．プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ

ン トの イ ンタ ーア クテ ィ ブ ・コ ン トロ ール が ，製品開発の 革 新 に繋が る か を，企 業 に対す

る調 査票 か ら探 っ て い る． しか しな が ら，Bisbe　and 　Otleyは ，これ らの イ ンタ
ー

ア クテ ィ

ブ ・コ ン トロ ールが 製品開 発の 革新 に結び付 く と い う統計結果を導 く こ とがで きなか っ た．

つ ま り，会 計情 報 を提 供 す る イ ン ターア クテ ィ ブ ・
コ ン トロ

ー
ル そ の もの は ，製品 開発 の

革 新 を促 し
， 良 い 意 思 決定 を引出す と は 限 らな い と結 論 付 けて い る ．

　Bisbe　and 　Otley の研究 の 限 界は ， 調査 票 に用 い た 変数で あ る．予算 ， バ ランス ト ・
ス コ

ア カー ド， プロ ジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン トの イ ン ター
ア クテ ィ ブ ・コ ン トロ ール を通 して 従

業 員問 で共 有 され る暗 黙知 は ，製 品 開発 の 革新 よ り も ， 戦 略 等の 企 業運 営 の 計画 に繋が る

もの と推察 され る ．む しろ ，技 術管 理 や 製品企 画 にお けるイ ン ター
ア ク テ ィ ブ ・コ ン ト ロ

ール の 方 が ， 製 品開発の 革新を もた らす暗黙知 の共有に結びつ くと考 え られ る ．そ の点で ，

原価企 画 の 伝統 を もつ 日本企 業 こそ が ，イ ン ター
ア クテ ィ ブ ・コ ン トロ

ール と製品開発の

革新 との 関係 を探 る 実 り多い 研究対 象 の はず で ある ． こ の 例 が示 す よう に ， 日本の 実務 を

研究す る こ とに よ り，イ ンタ ー
ア ク テ ィ ブ ・コ ン トロ

ー
ル を通 して ，意思 決定を 支援す る

会計情報に つ い て の 理解 を深 め る こ とがで き るの で ある．

4 ． 2 ．意 思決 定 の 支援機 能 と誘導機能 との 相互作 用 の 研究

日本に お ける 無形 資産の研 究の 第二 の 可能性は ，意思決 定の 支援機能 と誘 導機能 との 相
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互 作用 で ある E
一 つ の 会計情報が 意思 決定 の 支援か 誘 導か の

一
方 の み の 機能 を もつ とは限

らな い ．む しろ ， どの 会計情報 も両方 に用 い る こ と が で き る ．つ ま り，管理 会計の 意 思 決

定の 支援機能と誘導機能 と は相互 に 補完する ．

　その
一方，意思決 定 の 支 援機 能 と誘導 機能 と は ， 相対立 す る 関係に もあ る ．Narayanan

and 　Davila （1998）は， こ の 対 立 関係 を数学モ デルで 解析 して い る．その 結果 ，会 計情報を

業 績評価に用 い て 意 思 決定 を誘導 す る と ， 従業員が意 思 決定 の 支援 に も有益 な会 計情報 を

囲い込んで ，共有 しな い こ とを指摘 して い る ．例え ば
， 売上高 を販売員の 業績評価 に用 い

て ，売上 を伸ばす ような販 売員 の 意思決定を誘 導す る こ とがで き る。そ の
一

方，売上 高の

推移 か ら将来の 需要 を予測 し，製造能力を計画 する こ とに よ っ て ，設備投資の 規模を適切

に 意思 決定する 支援が で き る． しか し，売上 高 を販 売員 の 業績評価 に 用 い る と，販売員は

売上 高を操作する 可能性が ある ．具体的に は
， 今期の 売上 高が 目標を 達成 しそ うな ら，余

分 な 売上 の 注文 を来 期 まで 延 ばす よ う顧客 に働 きか ける こ とが 考 え られ る ．逆 に ， 今期の

売 上高が 目標 を達 成 し な い よ うで あれ ば，来期 に注 文 す る分 を今期に 前倒 しす るよ うに顧

客 に頼 むで あ ろ う．こ う した 売上 高の 操作 は，将来の 需要 の 予測 を難 し く し，設 備投資の

規模 を適 切 に意思 決定する こ と を 阻害す る ．つ ま り，Narayanan　and 　DaVila は意思決定 の

支援機能と誘導機能 と が対立す る 関係 を指摘す る の で ある ，したが っ て ．実務 に お い て ．

会計情報の 意 思決定 支援機 能 と誘導機 能 との折 り合 い を企 業が どの よ うにつ けて い るの か

は。重要な研究課題で ある ．

　 また ，同じ会 計情報で も，意 思 決定 の支援機能 と誘導 機能 とに用 い るの で は ，対 立す る

解釈 が成 り立つ ．例 えば，Koga　and 　Davila（1999＞は ，カメ ラ会社 7 社 にお ける 原価企画を

実証的 に分 析 して ，実際原価 は 目標原価よ り平 均で 19％も高い こ とを指摘 して い る （図 4 ）．

こ の 実 際原価 と 目標原価 と の 差 に つ い て ，意思 決定の 支援機能 と誘 導機能 とで は解 釈が異

な る．意思決定の 支援機能か ら解釈すれ ば ，19 ％ の 差は 外部要 因 （例　部品調 達原価 の 上

昇） に帰属 し， こ の 外部要因 に 対処す る意思決定を支援す る こ とに 繋がる ．例 え ば，製 品

価 格 を引 上 げる意思決定を 促す．こ れ に対 して ，意思 決定の 誘導機能か ら解釈すれ ば，19 ％

の 差 は内部要 因 （例 　製品 設計者の 努 力不 足）に 起因 し ，こ の 内部要因 を除 くよ う，
一一層 ，

意思 決定を 誘導す る こ とが 求め られ る ．例 えば ，目標原価 を達 成 した 製品設計者 に特別 の

昇給を実施する こ と にな る ． こ の よ うに，同じ会計情報で も，意思決定の 支援機能 と誘導

機能 とで は ，対立 す る 解釈が 成 り立つ ． した が っ て ，企業が会計情報 を意思 決定 の 支援機

能 に用 い るか ，誘導機能 に 用 い るか に よ っ て，二 つ の 解釈 を使 い分 けて い る こ と に なる ．

実務 にお い て ，企 業が 二 つ の 解 釈を ど う使 い分 ける か は，興味深 い 研 究課 題で あ る ．
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図 4 ．カメラ会社 に おける原価企画
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Kogaand 　Da 炳 ia 【1999 〕

　意 思 決定 の 支援機 能 と誘導 機能 とは．お互 い に補完 す る だ けで な く．対立 もする ．つ ま

り。実務で は両者 を釣 り合わ せ な けれ ばな らな い ． こ の 相互 作用を考察す る こ とは．管理

会 計研究の 重 要な 課題 で あ る ． しか しな が ら．既 に述 べ た よ うに ．米国で は．意思 決定の

誘導機能を重視する た め ．支援機能を十分 に 認識する こ と が 難 し く．両機能の 相互 作用 を

見過 ごして きた ．そ の 点． 日本で は ．米国 に お け る意思 決定 の 誘導機能に つ い て の 研 究成

果 を 取 り入 れ る
一

方 ．支援 機 能 に つ い て も視 野 に 入 れ る こ と が で き る．そ し て ．両機 能 の

相互 作用 を 研 究する 素地 が 整 っ て い る と考え る こ と が で き る ．

5 ．結び

　 日本や 米国 の 経済 が ，労 働 ・設 備集 約 型か ら知 識集約 型 に移 る に した が い ，企業 の 実務

にお い て 無 形 資産 が 飛 躍的 に重要 にな っ て きた ． しか し ， 管 理 会計研 究は ， 必 ず しも， こ

う した実務 の 変化に追 い つ い て い る とは言い 難い ．

　無 形 資産 が経 済価値を生 む原 理に は，「個別資産の 経済価値の 増大」 と 「資産の 組合せ に

よる 経済価値 の 増大」 とが ある ．人 的資産 に 焦点 を 当て れ ば，前者は 「従業員の 能 力 を引

出す」 こ と ，後者は 「従業員 の 協働 を促す」 こ と に置 き換え る こ とが で きる ．さ らに ， 前

者は ，会計情報の 意思 決定誘 導機能 ，後 者は意思 決定支援機能 と密接 に関係 して い る ．

　米国 の 管 理会 計研 究 は ， 「従業 員 の 能 力 を引出す」 ため に，会 計情 報 を用 い て 意思 決定 を

誘導する機 能 に つ い て 多 くの 成果 を 上 げて きた ，そ の
一

方 ，「従 業員 の 協 働 を促す」ため に ，

会計 情報を 用 い て 意 思 決定を支援す る機能 に つ い て は十分に理 解され て い な い．
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無 形資産 に 関す る 米国の 視点 と 日本 で の 応用可能性

　む し ろ， 日本に お い て ．意思 決 定の 支援機能 を研究する 可能性が大 きい ． B 本の 実務が

「従業員 の 協働を促す1 こ とを重 視する か らで あ る．さ らに，意思決定の 支援 機能 と誘導

機 能 との 相互 作用 に つ い て も．研究．．の 可 能性が 大 きい 、 こ う した ，．無形資産の 研 究を通 じ

て ， 日本 の 管理 会計研究が世界に 発信 し ， 貢献す る こ ．とが 強 く望まれ る．

引用文献

Banker
，
　R 　D ．

，
　G ．　Potter，

　and 　D ．　Srinivasan．2000 ，　An 　empirica1 　investigation　of 　an

　　　　　lncentive　plan　that　includes　nonf 量nancial 　perfbmlance　measures ．．4ccounting

　　　　　Review　75 （1）：65−92．

B量sbe
，
　J．

，
　and 　D ．　Otley．2004 ．　The 　effbcts 　of 　the　interactiv6　use 　of 　management 　control

　　　　　systems 　on 　product  ovation ．Accounting
，
　Organizations　and 　Society　29 （8）：

　　　　　 709 −737．

Crossland
，
　C ．

，
　and 　D ．　C．　Hambrick　2007 ．　How 　national 　systems 　differ　in　their

　　　　　constraints 　on 　corporate 　executives ：Astudy 　of 　CEO 　effects 　in　three　countries ．

　　　　　Strategic　Manage 〃lent 　J「ournal 　28 （8）：767−789．

Demski ，
　J．　S．，　and 　G ．　A ．　FelthanL　1976．　Cost　Determination’　．4　Conceptual　Approach　．

　　　　　Amoes
，
　L气：Iowa　S霊a 重e　University　Press．

Iansiti
，
　M ．1997．距 c肋 010gy 傭 εgrα’‘oπ ’ Maldng　Critical　Choices　in　a　Lly砌 厩 c

　　　　　肋 r14 ．　Boston
，
　MA ：Harvard　Business　School　Press．

Ittner
，
　C 　D ．，　D ．　F．　Larcker ，

　and 　M ．　W ，　MeyeL 　2003 ．　Subjectivity　and 　the　weighting 　of

　　　　　perfb  ance 　measures ：Evidence　from　a　balanced　scorecard ．　Accounting　Review

　　　　　78 （3）：725 −758．

Kaplan，　R ．　S。，　and 　D 。　P．　Norton．1996．　The　Balanced 　Scorecard’　Trans∬ating 　Strategy

　　　　　into　Action ．　Boston
，
　MA ：Harvard 　Business　School　Publishing．

Koga
，
　K

，
　and 　A ．　Davila．1999．　What 　is　the　role 　of 　perfbrmance　goals三n　product

　　　　　development？　Astudy　of 　Japanese　camera 　manufacturers ．　In　Dynamic 　　　　 ．

　　　　　Strategic　Resources’ Devel 〔）pment，
　Dt）llbsion　and 　Jntegration

，
　edited 　by　M ．　A ．

　　　　　Hitt
，
　P．　G ．　Clifford

，
　R．　D ．　Nixon 　and 　K 　P．　Coyne．　Chichester

，
　West 　Sussex

，
　UK ：

　　　　　John　Wiley ＆ So − s．

Llpe，　M ．　G ，，　and 　S，　E 　Salterlo．2000，　The 　balanced　scorecard ：Judgmen重al　effec 重s　of

　　　　　commoD 　and 　unique 　perfbrmance　measures ．．4ccounting　Revie｝翠 75（3）：283 −298．

Narayanan
，
　V ．　G ．

，
　and 　A ．　Davila．1998 ．　Using　delegation　and 　control 　systems 　to

　　　　　mitigate 　the　trade−off　between　the　pe formance−evaluation 　and 　belief−revision

7
．
7

N 工工
一Eleotronio 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseAssociation  ofManagement  Accounting

gptkst\  rg 17 g  ca 2e

      uses  of  accounting-signals.  Jburnal ofAcceunting and  Economics  25 (3):
      255-282.

Roychowdhury,  S., and  R. L. Watts. 2007. Asymmetric  timeliness of  earnings,

      market-to-book  and  conservatism  in financial Teponing.  .Jburnal  ofAccounting
      and  Economics  44  (112): 2-31.

Simons, R. 1995. Levers of Control; How  Managers (lse innovative Cbntrol Slystems

      to  Drive Strategic Renewal.  Boston, MA:  Harvard Business School Press.

78


